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男性高齢者へのインターネットを活用した
食生活支援プログラムの試み
Study of a Program to Promote Healthy Dietary Habits for







 This study aimed to develop a program to promote elderly males improve 
their dietary habits by using the Internet and to examine the effectiveness of 
the program. The participants were two men aged 65 or older. The program 
was designed to ensure that elderly people consume a variety of foods, and the 
participants were asked to specify their intake from the ten designated food 
categories and to record details other than eating habits. The results are presented 
in a figure format.
 The two participants were involved in the program for 35 consecutive days. 
Although no change in eating habits was found, it is suggested that the program 
has the potential to stimulate interest in improving meal quality, and modifying 
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鳥谷めぐみ 他 ： 男性高齢者へのインターネットを活用した食生活支援プログラムの試み
点が大きい。しかし、インターネットを利用する
高齢者は年々増加しているものの、80歳以上の高
齢者の利用率はまだ低い現状にある。また高齢者
は、パソコンよりも携帯電話の利用率の方が高
い18）。したがって、高齢者を対象としてITを活用
した支援を検討する場合には、パソコン利用者以
外も参加できるよう、携帯性や操作の簡便性にす
ぐれた携帯電話やスマートフォンなどで利用でき
るプログラムを検討する必要がある。
Ⅵ．おわりに
　本研究では男性高齢者２名を対象に、インター
ネットを利用した食生活支援プログラムの活用可
能性を検討した。その結果、本プログラムは食生
活を見直すきっかけにはなったが、食生活行動の
改善までにはいたらなかった。一方で、運動習慣
や喫煙本数の減少など、食生活に限らず生活の見
直しに影響したことが明らかになった。したがっ
て、本プログラムは食生活支援としてだけでなく、
生活習慣の見直しに役立つ可能性があると考えら
れる。今後は食生活行動の改善のための情報を提
供できる機能を充実させることを検討すること、
パソコンだけでなく、携帯電話などを活用しなが
ら、対象者を拡大しプログラムの効果について検
討していくことが必要である。
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